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 ２０２６ 年度（令和８年度）学校評価自己評価表  
 
 
Ⅰ 福山市 

 
 
 
 Ⅱ 中学校区 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
   
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

                                               

至誠中学校区 校番 73 福山市立山南小学校 
   

 最終更新日 ２０２６年（令和８年）４月１７日 

 

福山市立         学校 

 

児童生徒の現状 

・確かな学力の定着や学習習慣の確立及

び基礎体力に課題がある。 

・ふるさとに愛着をもつ児童生徒が多

く、積極的に地域と関わる学習に取り組

むことができる。 

・自分の考えを他者に伝える力が十分で

なく、自己肯定感が低い児童・生徒がい

る。 

 

 

育成する 

資質・能力 

主体的に学び合う力 

めざすこども像 

(義務教育修了時の姿) 

自ら課題を発見し、自分で考え、協働して解決することができる子ども 

中学校区として 
統一した取組等 

〇単元で『身につけるスキル』を明確にし、主体的・対話的で深い学びの実現に向け

た授業づくりに取り組み、学力の定着・向上を図る。（学力向上部会） 

〇基本的な生活習慣を確立し、心身ともに健康な子どもたちの育成を図る。（生徒指

導部会） 

 

現 状 

＜児童生徒＞ 

・素直で明るく友達と関わることを楽しむ児童が多い。 

・自分の考えを深めたり、理由をもって説明したりすることに課題がある。 

・基礎的な学力の定着に課題が見られる。 

（昨年度１２月実施 標準学力調査正答率 ４年国語７０．８％市６７．５％、 

算数６９．２％市６４．３％ ５年国語６６．９％市６７．７％ 算数５２．１％市６０．６％） 

＜授業＞ 

・教科部会に分かれ、考えをもつための手立てを交流し、授業に生かしている。 

・児童が自ら考えを広げたり学びを繋げたり場面は、限られている。 

・各学年における到達目標や身に着けるべき内容の明確化が十分とはいえず、系統

的な指導や学力の定着に課題がある。 

 

 

育成する 

資質・能力 

自分から進んで取組む力

（主体性） 

友達と協力する力 

（協働性） 

目標に向かってやり遂げる力

（やりぬく力） 

めざす 

こども像 

低学年 

自分にとってふさわしい目

標やめあてを決めて学習す

る。 

自分の意見やアイディアを

友達に納得して燃えるよう

に説明しあう。 

自分でやると決めたことを

最後までやり遂げる。 

中学年 
自分の考えを積極的に出

す。 

友達と協力して、課題やめ

あてに取り組む。 

目標に向かってあきらめず

に挑戦する。 

高学年 

自分で決めた計画にそっ

て、積極的に調べたり発表

したりする。 

友達の良いところやアドバイ

スを生かし合って、よりよい

ものにしていく。 

目標達成に向けて、主体的

に取り組む。 

   

研究 

テーマ 自分の考えをもち、他者と協働しながら解決しようとする児童の育成 

内容等 

子どもたちが何を学ぶのか、どのようなスキルを身につけるのかを明らかにして、

協働的な学びを展開する授業づくり 

めざす授業の姿 

〇自分の考えをもつ主体的な学びが行われる授業 

 

〇言葉や数などに着目した対話・傾聴しあえる協働的な学びが行われる授業 

 

前年度学校運営協議会 
（学校関係者評価）の主な内容 

・義務教育修了段階の子供の姿を共

有し、教育活動の充実を図る。 

・小規模校の特色を生かした教育活

動を推進する、 

・学力向上に向けて、実態に応じた

指導方法を工夫・改善に取り組んで

ほしい。 

 

 

学校教育目標 

夢をもち 社会で活躍できる児童の育成 

 

Ⅲ 自 校 

すべてのこどもたちが、自分自身の成長を実感できる学校教育の実現 めざす姿 
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年 
目 

中期経営目標 
重 
点 

分 
類 

短期経営目標 
目標達成に 
向けた取組 

評価指標 

中間評価(10月１日) 最終評価(２月末) 

□指標に係る 
取組状況 

プロセス 
評価 

達成 
評価 

改善方策 

□指標に係る 
取組状況 
◎短期(中期)経営 
目標の達成状況 

プロセス 
評価 

達成 
評価 

総合 
評価 

改善方策 

１ 基礎学力を向

上させ、学び

続ける児童の

育成 

★ 新

規 

児童の実態をもと

にした指導方法を

工夫し、学力の向

上を図る。 

・帯タイムを活用し漢 

字計算の反復練習

を継続的に行う。 

 

・教科部会（国・算） 

を設定し、授業実践 

の交流や教材研究 

を行う。 

・国語・算数の単元末

テスト４０％未満の児童
を１０％以下にする。 

 

・標準学力調査４０％未

満の児童を１０％以下

にする。 

         

１ 自他と学校・

地域を大切に

する児童の育

成 

 新

規 

児童主体の学習

活動を推進し、自

己肯定感や郷土

愛を高める。 

・児童が自ら計画し 

た教育活動を推進 

するために、地域人 

材を活用しながら、 

学習や行事等を通 

して児童の自己肯 

定感を高める取組 

を組織的に行う。 

・児童アンケート「自分

にはよいところがあ

る」「山南が好きであ
る」で肯定的評価を8
5％以上にする。 

 

         

 新

規 

自己の生活習慣

についての課題を

知り、よりよい自分

を目指して取り組

む。 

・生活習慣について 

目標を設定して取 

り組み、自己評価す 

る。 

 

 

 

・ 

・生活振り返り週間で

家庭学習とメディアの
2項目において、児童
の肯定的評価を80％

以上にする。 

 

 

         

１ 生き生きと働

き、学び続ける

教育環境の整

備 

 新

規 

教職員が主体的

に学ぶ機会を増や

すとともに、児童と

向き合う時間を確

保する。 

・校外への研修に積 

極的に参加し、授業 

実践力を高める。 

 

・校務支援システム 

やオンライン連絡ツ 

ールを活用し、業務 

の効率化を行う。 

 

・「仕事にやりがいを

感じている」の教職
員評価を100%に
する。 

 

・１カ月時間外在校等 

時間の平均時間、 

３０時間以下の職員 

を８０％以上にする。 

         

Ⅳ 目標・取組及び評価指標等の設定と評価  福山市立山南小学校 
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〔総合評価の評価基準〕 

 

 

 

 

 

評点 評価基準 

５ 
１００％以上の達成
度 

十分に目標を達成できた。 

４ 
８０％以上１００％未満
の達成度 

概ね目標を達成できた。 

３ 
６０％以上８０％未満
の達成度 

ある程度目標を達成できた。 

２ 
４０％以上６０％未満
の達成度 

あまり目標を達成できなかった。 

１ 
４０％未満の達成
度 

目標を達成できなかった。 

［プロセス評価の評価基準］ 

評点 評価基準 

５ 
取組の目的に対する共通理解が顕著に認められ，状況の変化，問
題が生じた際は，協同的な課題解決が十分に図られた。 

４ 
取組の目的に対する共通理解が認められ，状況の変化，問題が生
じた際は，協同的な課題解決が概ね図られた。 

３ 
取組の目的に対する共通理解が一定程度認められ，状況の変化，
問題が生じた際は，協同的な課題解決がある程度図られた。 

２ 
取組の目的に対する共通理解が認められ難く，状況の変化，問題
が生じた際の協同的な課題解決があまり図られなかった。 

１ 
取組の目的に対する共通理解が認められず，状況の変化，問題が
生じた際の協同的な課題解決が図られなかった。 

 

 

［達成評価の評価基準］ 

評点 評価基準 

５ 
目標を大幅に達成し，十分な成果をあげ
た。 

４ 
目標を概ね達成し，望ましい成果をあげ
た。 

３ 
目標をある程度達成し，一定の成果をあげ
た。 

２ 
目標を下回り，成果よりも課題が多かっ
た。 

１ 
目標を大きく下回り，成果が認められな
かった。 

 

 


